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日下部吉彦氏を偲び語る会
同志社グリークラブ OB 会

理事長　芦田　直幸

　師走も名ばかりの小春日和の穏や
かな日となった平成 30 年 12月 1日
土曜日に、昨年 12 月 30 日に享年 90
歳の天寿を全うされ、ご逝去されま
した同志社グリークラブ OB 会前会
長の「日下部吉彦氏を偲び語る会」
を新島会館にて執り行いました。
　当日は、大阪音楽大学学長の本山
秀毅先生、中国音楽理事会理事長の
李子祥先生、関西合唱連盟役員の先
生方、東西四大学 OB 合唱連盟の 3
校のご代表をはじめ、18 名のご来賓
の方々、71 名の OB の皆さま、総勢
89 名にご参加いただきました。
　オープニングで「同志社カレッジ
ソング」を唱和した後、皆さまから
ご提供いただいた秘蔵の映像により、
日下部先輩のご足跡を振り返り、全
員による献花、OB 会を代表して新井
会長の送別の辞と会は進行しました。

　ご来賓の方々からは、我々後輩が
存じ上げない貴重なエピソード等を
拝聴することができ、日下部先輩の
関西合唱連盟理事長・会長としての
卓越した企画力と指導力、音楽を通
じた国際交流、若手音楽家の育成等、
音楽界での多大なご功績を再確認す

ることができました。
　皆さまからのスピーチの間には、
思い出音源のご紹介として、クロー
バークラブが全日本合唱コンクール
で日本一に輝いた日下部先輩指揮の

「月光とピエロよりピエロ」、ご病気
の福永先生に代わり現役をご指導い
ただき、現役の東西四連で指揮して
いただいた「四つの仕事歌から（酒
屋唄）」をお聴きいただきました。

　OB 諸氏からは、それぞれの日下部
先輩との思い出をビデオメッセージ
も交えてご披露いただきました。ま
た、日下部先輩と共に長きに亘り合
唱の道を歩んでこられた平均年齢 85
歳を超えるメンバーによる「通りゃ
んせ」（日下部先輩編曲）の素晴らし
い演奏には、我々後輩も斯く在りた

いものと深い感銘を受けました。
　そして、日下部家を代表してご長
男の日下部雅彦氏にご挨拶と奥様の
お手紙をご代読いただき、全員で「詩
篇 98」を唱和して会は和やかなうち
に終了しました。

　我々 OB の日下部先輩への感謝の
気持ちとご遺志を継いで行く者とし
ての決意は、新井会長の送別の辞に
集約されていると思います。新井会
長のお許しを得て、送別の辞の全文
を掲載させていただきます。（P20 参
照）
　最後になりましたが、実行委員会
メンバー、当日お世話いただいた OB
の皆さまに深謝いたしますとともに、
日下部先輩のご冥福をお祈り申し上
げます。

（写真提供）松本 潤一郎（S53 年卒）
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